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三田市では、フラワータウンの街開きから40年を経て、こ
れからのフラワータウン再生プロジェクトを立ち上げ、
ニュータウンの再生モデル事業として取り組んでいます。
昨年の7月から今年の3月まで地域の住民代表・有識者を含
む「フラワータウン再生推進協議会」を4回催し、「再生
ビジョン」がまとまりました。

富士まち協と富士が丘連合自治会では、8月4日に市役所の
担当役職者をコミセンにお招きして、ビジョンの概要と今
後の方針などについて、お話を伺いました。

三田市では引き続き、アクションプラン推進委員会・各部会を通して具体策を
推進するとのことです。具体的には：

あ）住まいの環境整備としては、空き家の流通の活性化のため、子育て世代・
女性を中心に移住を推進するための諸施策に取り組む。

い）新モビリティ適正化として、地域内の外出機会を活性化させるために、新
たな交通手段の創生に向けて事業者などとも協働する。

う）センター地区の活性化では、共同でイベントを開催する、新たな魅力も。

え）まちづくり自分事では、住民による既存の活動の充実と新たな活動への支
援などが検討されている。
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「おはよう」は人とつながるきっ
かけ！「ありがとう」と「ごめん
なさい」を大切にしましょう。

富士小学校には、「学校の教育目標」と「め
ざす子ども像」というのがあります。めざす
子ども像は〇学びいっぱい、〇友だちいっぱ
い、〇あいさついっぱい、そして、〇夢いっ
ぱい！の4つです。

「おはよう」はみんなを元気づける挨拶！
「ありがとう」と「ごめんなさい」は人を大
切にする言葉！これらを新たに加えて重視し
ています。

子供たちとの距離をあけたくない。朝も門の
ところで迎えている。大きく道筋だけは意識
しようと明確に打ち出しました。

ず～と三田だった。富士に来て、学校の消毒作業を
サポートしてくださる方を見つけれるのが大変なこ
とに気づいた。「ささえあい富士」のグループが毎
日校内の消毒に来てくれた。また、朝夕も「登下校
見守り隊」が交通サポートしてくれる＝あったかい
ものを感じる。地域の人たちとのきづなを大事にし
たい。「ふるさと・三田に育ってよかった」と思え
るようにしたい。富士小出身の実習生が来てくれる
ことになったことも嬉しい。

夏休み中の8月19日、
富士小学校の校長、岡
田和士先生を訪ねまし
た！

校長をしていて、富士
小校区について『気づ
いたこと』



三田市民病院の課題・・・

三田市は神戸市などと共同で「三田・北神地域の
急性期医療確保の方策に関する記者会見を行って
います。この出前講座では「なぜ病院の再編・統
合が必要なのか」などを中心に活発な意見交換が
行われました。最大の課題は医師の確保です。専
門医を目指す若手医師の研修には、多くの症例を
有する、一定以上の機能・規模を持つ基幹病院で
なければ不可能で、他地区でも統合が図られてお
り、医師の取り合いは熾烈との説明がありました。
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団体活動のことでアドバイス

市の担当

参事官から
2丁目自治会で三田市政の出前講座。

富士が丘2丁目自治会では、8月7日、住民に

関心の高い「市民病院」の課題について、「市
政の出前講座」を活用して地域医療推進課の
喜多充宏参事をコミセンにお招きして今後の方
針など現状と将来の方向性について、お話を
伺いました。

三田市の「市政出前講座」では、市民のみなさんからの
依頼に応じ、市職員が講師となって、市政のしくみや、
くらしと密接に関連する制度・事業などについて、わか
りやすく説明する機会を提供しています。

市政について疑問や意見などある時は、自治会や地域の
グループなどを通じてテーマ担当課へお尋ねください。

参照：
https://www.city.sanda.lg.jp/soshiki/2/gyomu/koho/koho/
143.html

なお、市では10月1日10時にフ

ラワータウン・市民センターでパ
ブリックコメントを実施します。
申込は地域医療推進課まで。



恒例になりました「グランドゴルフ大会」を開催します！
元気な子どもたち、いつも忙しいお父さん・お母さん、腕自慢のシ
ニアの皆さん、みんな揃ってグランドゴルフを楽しみましょう。

主催：富士小学校区まちづくり推進協議会

協賛：富士が丘ふれあい活動推進協議会・富士が丘自治会連合会・
老人クラブツツジ会・富士小学校PTA

連絡先：まち協事務局 岩橋 079-562-3493、 富士コミセン
079-550-1016

後日、案内と申込書を配布いたします。

この号では、市政に関する説明会や富士小学校
への取材をし、新たな気づきも得ることが出来
ました。「はーもにい」は富士小校区の住民と
まち協構成団体のための広報誌ですから、行事
や街のトピックスがありましたら、ぜひ「写真
を添付して」まち協事務局気付け広報部まで、
メールで送ってください。HS

夏休み防犯パトロー
ルを青少年補導員と
富士が丘防犯部会の
共同で、下記の日程
で行いました。

７月21日、28日、８
月４日、11日、18日、
25日

＜スケジュール＞

なお、青少年補導員委員は、年度を
通してパトロールを実施しています。

夜１０時に富士中正門前に
集合

富士小校区まちづくり推進協議会事務局編集後記
〒669-1547三田市富士が丘2-18 コミセン内

電話：079-550-1016

富士が丘ポータルサイト：http://sanda-fujigaoka.com/

「はーもにぃ」編集責任者：まち協広報部長

メール：fujimachikyo20140511@hera.eonet.ne.jp

健康推進・多世代交流イベントの予告


